平成１５年度　２級建築士試験　学科試験問題

〔 建築計画 〕

【ＮＯ．１】

　建築物とその設計者との組合せとして、最も不適当なものは、次のうちどれか。
　１　国立京都国際会館(1966年、京都)　　 …　大谷幸夫

　２　最高裁判所(1974年、東京) 　　　　　…　岡田新一
　３　住吉の長屋(1976年、大阪) 　　　　　…　清家清
　４　つくばセンタービル(1983年、茨城) 　…　磯崎新
　５　東京都庁舎(1991年、東京) 　　　　　…　丹下健三
【ＮＯ．２】

　建築環境工学に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　二酸化炭素は、無色、無臭で空気より重い。
　２　熱放射のエネルギー量は、物質の温度に関係する。
　３　一般に、蛍光ランプなどの照明器具から発生する熱は、潜熱である。
　４　比熱の大きい物質は、冷めにくい。
　５　建築物のLCCO2は、ライフサイクルを通しての二酸化炭素の発生量を示したものである。
【ＮＯ．３】

　空気線図中のA点(乾球温度5℃、相対湿度80%)の状態にある湿り空気及びB点(乾球温度19℃、相対湿度60%)の状態にある湿り空気に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　A点の湿り空気を乾球温度20℃まで暖めると、相対湿度は約30%になる。
　２　B点の湿り空気が表面温度10℃の壁に触れると、壁の表面に結露が発生する。
　３　B点の湿り空気1kgに含まれる水蒸気量は、約8gである。
　４　A点の湿り空気をB点の湿り空気の状態にするには、加熱と同時に湿り空気lkg当たり約6gの
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　　　加湿が必要である。
　５　B点の湿り空気を乾球温度7℃まで冷やした後、

　　　乾球温度21℃まで加熱すると、相対湿度は

　　　約40%になる。
【ＮＯ．４】

　換気に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　居室の1人当たりの必要換気量は、一般に、30m3/h程度とされている。
　２　換気回数は、室の1時間当たりの換気量を室容積で除した値である。
　３　自然換気は、主に、屋内外の温度差と屋外風圧力によって行われる。
　４　第二種換気法は、機械による強制排気と自然給気によって行われる方式である。
　５　断熱性・気密性を高めた建築物においては、計画換気が重要である。
【ＮＯ．５】

　伝熱に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　放射による熱の移動には、空気が必要である。
　２　一般的な透明板ガラスでは、可視光線の波長域の透過率に比べて、遠赤外線の波長域の透過率

　　　のほうが小さい。
　３　壁表面の熱伝達率は、壁面に当たる風速によって異なる。
　４　0℃の物体であっても、表面の放射率に応じて、熱を放射している。
　５　熱の基本的な伝わり方は、伝導、対流及び放射の三つである。
【ＮＯ．６】

　次の窓のうち、熱貫流率が最も大きいものはどれか。ただし、それぞれの窓を構成するガラスは、1枚当たり3mmの透明ガラスとする。
　１　それぞれの窓に単板のガラスを用いた二重窓
　２　合わせガラス(2枚重ね)を用いた窓
　３　複層ガラス(空気層6mm)を用いた窓
　４　複層ガラス(空気層6mm、室内側のガラスに遠赤外線を反射する透明金属膜をコーティング)を

　　　用いた窓
　５　3層複層ガラス(空気層1か所当たり6mm)を用いた窓
【ＮＯ．７】

日照・日射・採光に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　南向きの鉛直壁面が受ける1日当たりの直達日射量は、冬至の頃より夏至の頃のほうが少ない。
　２　室内におけるある点の昼光率とは、全天空照度に対するその点の昼光による照度の割合をいう。
　３　天空日射量は、一般に、大気透過率が低くなるほど減少する。
　４　作業面の均斉度とは、一般に、作業面の最低照度を作業面の最高照度で除した値をいう。
　５　大気透過率は、一般に、夏期より冬期のほうが大きい。
【ＮＯ．８】

　音に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　残響時間とは、音源から発生した音が停止してから、室内の音圧レベルが80dB低下するまでの

　　　時間をいう。
　２　同じ音響出力を有する機械を2台同時に運転したときの音圧レベルが83dBであるとすると、1台

　　　のみ運転したときは約80dBである。
　３　壁体の透過損失は、周波数によって異なる。
　４　一般に、講演に対する最適残響時間に比べて、音楽に対する最適残響時間のほうが長い。
　５　厚さが同じ壁体であれば、一般に、質量の大きい壁体ほど、透過損失が増大する。
【ＮＯ．９】

　色彩に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　マンセル色相環において反対側に位置する二つの色は、補色の関係にあり、混ぜると無彩色に

　　　なる。
　２　同じ色の場合、一般に、面積の大きいものほど、明度及び彩度が高くなったように見える。
　３　白、黒及び灰色は、無彩色である。
　４　一般に、明度が高いものほど膨張して見える。
　５　マンセル表色系における彩度は、色の鮮やかさの度合いを示し、すべての色相において0から

　　　10までの数値で表される。
【ＮＯ．１０】

　住宅の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　コートハウスとは、建築物や塀で囲まれた中庭をもつ形式の住宅のことである。
　２　町屋とは、奥行きの長い敷地に入口から奥に通じる通り庭に面して各室が配置された、伝統的

　　　な住宅形式のことである。
　３　最小限住宅とは、生活に必要な最小限の要素を抽出し、これによって設計を行った住宅のこと

　　　である。
　４　バリアフリーに対応した住宅とは、外部からの侵入者を防ぐために、防犯上の工夫をした住宅

　　　のことである。
　５　高断熱高気密住宅とは、一般に、壁や窓等の断熱性・気密性を高めることによって、冷暖房

　　　負荷を低減してエネルギー消費量を少なくした住宅のことである。
【ＮＯ．１１】

　集合住宅の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　住戸内の給水・給湯配管は、管の更新を容易にするために、さや管ヘッダ方式とした。
　２　子供が飛び跳ねたりする音が下階に伝わることを低減するために、床スラブを厚くした。
　３　エレベーターの操作ボタンの高さは、車いす使用者を考慮して、床面からllOcmの位置とした。
　４　間口が狭く、奥行きの長い住戸内の快適性を考慮して、ライトウェル(光井戸)を設けた。
　５　各住戸のプライバシーと通風をできるだけ確保するために、階段室型ではなく、片廊下型の

　　　平面計画とした。
【ＮＯ．１２】

　商業建築の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　高級品や固定客を対象とする店舗の店頭形式を、開放型とした。
　２　事務所ビルのコアプランにおいて、2方向避難の確保を考慮してダブルコアとした。
　３　シティホテルの安全性を確保するために、常時集中監視の防災センターを設けた。
　４　百貨店の柱スパンを決定する際に、地階の駐車場の配置と効率を考慮した。
　５　劇場の計画において、客席と舞台の一体感を演出するために、スラストステージとした。
【ＮＯ．１３】

　事務室の机の配置図A～Dとその配置形式ア～エとの組合せとして、最も適当なものは、次のうちどれか。
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　ア　　対向式
　イ　　並行式
　ウ　　スタッグ式
　エ　　ランドスケープ式
　　　　Ａ　　Ｂ　　Ｃ　　Ｄ

　１　　ア　　ウ　　イ　　エ

　２　　ア　　エ　　イ　　ウ

　３　　イ　　ウ　　ア　　エ

　４　　イ　　エ　　ア　　ウ

　５　　ウ　　イ　　エ　　ア

【ＮＯ．１４】

　図書館の諸室等に関する用語として、最も関係の少ないものは、次のうちどれか。
　１　　レファレンスルーム、
　２　　デイルーム
　３　　コントロールカウンター

　４　　ブラウジングコーナー
　５　　オーデイオビジュアルルーム
【ＮＯ．１５】

　公共建築の計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　病院の手術室を、バイオクリーンルームとする。
　２　博物館の小規模な展示室における利用者の動線は、一般に、逆戻りや交差の生じない一筆書き

　　　の計画とする。
　３　地域図書館の分館は、一般に、閉架式で計画する。
　４　特別教室型で運営される学校は、クラスごとに居場所が常に確保されるので、生徒の安心感の

　　　形成につながる。
　５　幼稚園の計画をする場合、保育室の1人当たりの床面積は、5歳児学級用より3歳児学級用を

　　　広くする。
【ＮＯ．１６】

　建築物の屋根及び傾斜路等の勾配に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　日本瓦引掛け桟瓦葺の屋根の勾配を、2/10とした。
　２　アスファルトシングル葺の屋根の勾配を、3.5/10とした。
　３　金属板瓦棒葺の屋根の勾配を、3/10とした。
　４　屋外傾斜路の勾配を、車いす使用者に配慮して、1/20とした。
　５　屋内駐車場の自動車用車路の勾配を、1/8とした。
【ＮＯ．１７】

　木造住宅の工法に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　枠組壁工法(ツーバイフォー工法)は、木材を使用した枠組に構造用合板等を打ち付けることに

　　　より、壁及び床を構成する工法である。
　２　木造在来軸組工法においても、構造用合板等を使用することによって、高い剛性をもたせる

　　　ことが可能である。
　３　木質パネル工法は、あらかじめ工場で生産した木質パネルを、主に壁などの構造上主要な部分

　　　に使用して組み立てる工法である。
　４　丸太組工法は、従来、校倉造りと呼ばれてきた工法に近いものである。
　５　プレカット方式は、枠組壁工法(ツーバイフォー工法)特有の工場加工方式である。
【ＮＯ．１８】

　建築物の防災計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　バルコニーは、下階からの火災の延焼防止に対して、有効である。
　２　非常用エレベーターは、主として、消防隊の消火活動のために設ける。
　３　避難階段は、屋内・屋外のどちらに設けてもよい。
　４　エレベーターホールなどに設置する常時開放型の防火戸は、火災時に自動的に閉鎖させる必要

　　　がある。
　５　火災発生時において、フラッシュオーバーに至るまでの時間が短いほうが、避難に有利である。
【ＮＯ．１９】

　建築設備に関する次の用語の組合せのうち、最も関係の少ないものはどれか。
　１　電気設備　…　コージェネレーション
　２　照明設備　…　グレア
　３　給水設備　…　クロスコネクション
　４　排水設備　…　インバート
　５　空調設備　…　フロアダクト
【ＮＯ．２０】

　空気調和設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　空気熱源ヒートポンプ方式のパッケージ型空調機は、外気の熱を利用して暖房を行う。
　２　直だき吸収冷温水機は、夏期、冬期ともに燃料を燃焼させ、冷水又は温水を1台でつくること

　　　ができる。
　３　マルチパッケージ型空調機方式は、一つの屋外ユニットと複数の屋内ユニットとを組み合わ

　　　せたシステムである。
　４　冷却塔の冷却効果は、主として、冷却水と接触する空気との温度差により得られる。
　５　建築物の構造体や内装・家具などの熱容量は、空調の立ち上がり時間に影響する。
【ＮＯ．２１】

　給水・給湯設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　一般的な事務所ビルにおける1日の在勤者1人当たりの給水量は、60～100L程度として計画する。
　２　中央給湯方式の給湯循環ポンプは、配管内の湯を強制的に循環させるもので、湯の温度低下を

　　　防ぐために設ける。
　３　バキュームブレーカは、逆サイホン作用によって汚水が逆流するのを防止するために設ける。
　４　飲料水用の受水槽を慮築物内に設置する場合、原則として、周囲及び下部に60cm以上、上部に

　　　100cm以上の保守点検スペースを設ける。
　５　ウォーターハンマーの発生を防止するためには、管内流速を速くする。
【ＮＯ．２２】

　排水設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　通気管は、排水管内の圧力変動を緩和するために設ける。
　２　排水トラップの封水深は、一般に、50～100mmとする。
　３　飲料用冷水器の排水は、一般排水系統の排水管に直接接続する。
　４　間接排水を受ける水受け容器には、排水トラップを設ける。
　５　通気管の末端を、建築物の出入口・窓・換気口などの開口部付近に設ける場合は、それらの

　　　開口部の上端から60cm以上立ち上げて大気に開放する。
【ＮＯ．２３】

　照明に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　蛍光ランプは、白熱電球に比べて、効率が高く寿命が長い。
　２　光束法による全般照明の照度設計においては、光源からの直接光のみを考慮して計算し、天井、

　　　壁等の反射光は考慮しなくてよい。
　３　発光ダイオード(LED)は、寿命が長く発熱が少ないという特徴がある。
　４　Hf形(高周波点灯専用形)蛍光ランプは、一般形蛍光ランプに比べて、効率が高い。
　５　色温度の低い光源を用いた場合、一般に、暖かみのある雰囲気となる。
【ＮＯ．２４】

　防災・消防設備に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　非常警報設備は、火災を自動的に感知し、音響装置により報知する設備である。
　２　非常電源には、非常電源専用受電設備、自家発電設備及び蓄電池設備の3種類がある。
　３　一般の建築物に避雷設備を設置する場合、突針から保護角60度以内が、保護範囲となる。
　４　連結送水管は、消防隊専用の消火栓であり、消防ポンプ自動車により送水して使用する。
　５　屋内消火栓設備は、主に初期消火に用いられ、手動操作により放水する設備である。
【ＮＯ．２５】

　環境に配慮した住宅の設備計画に関する次の記述のうち、最も不適当なものはどれか。
　１　屋根に太陽光発電設備を設置し、電力会社からの電力と併用して利用できるようにした。
　２　エアコンは、成績係数(COP)の小さい機器を採用した。
　３　雨水貯留槽を設け、散水に利用できるようにした。
　４　断熱性・気密性を高めて、熱損失係数を小さくした。
　５　使用する設備機器を、ライフサイクルアセスメント(LCA)により評価し、選定した。
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